
「学まち連携大学」促進事業

「京都に学ぶ・京都を発信する」をサポートする
プチコンテンツ・セルフガイド制作

取 組 内 容 三 本 柱

視線移動計測装置

取組の背景 プロジェクトの目的
教員養成の一環として学生による「京都に学ぶ、
京都を発信する」プチコンテンツ・セルフガイド
の制作・公開

①ICTを活用した教材コンテンツを制作する能力
育成のための科目開設

②京都に精通した専門家による講座を開講し、京
都の魅力を学生が学ぶ機会を実現

③京都の魅力を学んだ学生がビデオ取材し、教材
用動画コンテンツを制作・発信

ü京都の地理・歴史・文学・生活・美術・音楽は
各教科の教員養成に大きく連動

ü学習指導要領改訂に伴うプログラミング教育必
修化により教員はICT活用能力の向上が必須

ü毎年全国の約110 万人の小中高校生が京都に
修学旅行に訪れることから、全国の学校教員は
京都についての知識が必要
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京都を発信する具体的な取組内容

サポート教員スタッフ 京都を発信する動画制作
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学生による動画取材場面

プチコンテンツ：
１本３分間程度
計１５０本開発
（３０本×５領域）
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成果（平成28 年度～30 年度6 月現在）：

① ICTを活用した教材コンテンツを制作する能力育成のための科目開設

平成31 年度のカリキュラム改訂に伴い，下記を本事業の内容を取り上げる科目とする

・必修科目：Kyokyo スタートアップセミナー（新規開講科目）

内容：情報モラル入門，知的財産権・著作権入門，プレゼン入門

・選択必修科目：子どもと情報（全学生の約２/ ３履修）

内容：ICTとグローバル時代に対応した授業の実践例と求められる教師のスキル

・専攻専門科目（取材内容に応じて変化）：漢文学演習、国文学演習、社会科教育演習、

作庭実習、調理科学実験・実習、器楽基礎演習、声楽演習など

② 京都に精通した専門家による講座を開講

・「京都に学ぶ・京都を発信する」講座

計１０講座開講 延べ256 名参加

③ 京都の魅力を学んだ学生がビデオ取材し、教材用動画コンテンツを開発

・「映像教材制作」講座

計１０講座開講 延べ195 名参加

・「京都に学ぶ・京都を発信する」プチコンテンツ制作

計80 本制作 YouTube 総視聴回数6,727 回 １本平均約84 回

・セルフガイドとしての専用ホームページ開設（http://gakumachi.kyoto/ ）

平成29 年10 月開設（Google Map 内蔵で場所と内容の双方を検索可能）

当初の計画よりプラスαの成果：

・②の「京都に学ぶ・京都を発信する」講座をYouTube にアップロード

（10 講座分，計63 本） YouTube 総視聴回数863 回

・③の「映像教材制作」講座をYouTube にアップロード

（5 講座分，計19 本） YouTube 総視聴回数770 回

平成30 年度（7 月～3 月）取組内容：

・「京都に学ぶ・京都を発信する」講座 5 講座開講

・「京都に学ぶ・京都を発信する」プチコンテンツ制作 40 本制作

・京都市内の学校教員との交流（これまでの取り組みに対する評価、改善点）

・専用ホームページの開設周知 5,000 校へDM 郵送（修学旅行で京都を訪問する学校）

平成31 年度取組構想（新規取組）：

・③の「京都に学ぶ・京都を発信する」プチコンテンツを多言語翻訳

年間約318 万人の京都を訪れる外国人観光客へ京都の魅力を発信


